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本科植物数種に分布を認めた Oenothein B は，樹状細胞の炎症性サイトカイン産生抑制，細胞分
化・成熟抑制作用を示すことを明らかにした．さらに，本科植物から得たポリフェノール成分な
らびに各エキス類について抗酸化作用を比較評価した． 





M. squarrosa から得た新規化合物のうち， 2 種はフラボノール配糖体  [Kaempferol 
3-O-(2"-O-galloyl)-glucuronide および Herbacetin 3-O-glucuronide]，9 種 (Cowaniin, Melasquanin A
－D, Squarrosanin A－D) は C-配糖体型エラジタンニンで，タンニンのうち 6 種はモノマー間の
結合様式が多様なオリゴマー類 (2～3 量体) であることを明らかにした．C-配糖体型タンニン 3
量体は今までに１例報告されているのみであったが，本植物から得た Melasquanin B－D はこれ
に続くものとなる．また，E. globulus から得た 3 種の新規化合物については，ガラクトースを核
とした天然から初めての加水分解性タンニンである 1,2,3,6-Tetra-O-galloyl-β-D-galactose および
Afzelechin の配糖体を基本単位とするプロアントシアニジン 3 量体，4 量体 (Eucalygin A, B)の構
造を明らかにした．また，本植物の主ポリフェノールは大環状加水分解性タンニン 2 量体である
Oenothein B であったが，本化合物は Myrtus communis をはじめフトモモ科植物に比較的広く分
布することを明らかにした． 










の新たな機能開発を目的としており，Melaleuca squarrosa, Eucalyptus globulus，Myrtus 
communis の３種の植物から計５２種の化合物を単離し，そのうち１４種の新規化合物につ
いてそれぞれ化学構造を以下のように明らかにしている．さらに，フトモモ科植物に分布




 本研究で成分を検討したフトモモ科植物のうち特に Melaleuca squarrosa の葉からは，計
１１種の新規化合物を単離しており，うち２種の新規フラボノイド配糖体についてはそれ
ぞれ，kaempferol 3-O-(2”-O-galloyl)-glucuronide および herbacetin 3-O-glucuronide の構造を明
らかにした．また，本植物から得た新規なタンニンはいずれも加水分解性タンニンで，
squarrosanin C および melasquanin A は２量体，melasquanin B, C, D については３量体の構造




アントシアニジンの eucalygin A（３量体）, B（４量体）を得て，構造を確立している． 
 このように，本研究は未利用資源の開拓をも視野に入れながら，新規化合物を含む多く
の化合物を単離してそれらの化学構造を確立し，またポリフェノールの免疫系に対する新
たな作用をも見出しており，博士の学位にふさわしいものと考える． 
